
 

（第２号様式）   
令和６年４月 26日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立座間総合高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 16日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①幅広い進路希
望に対応できる
教育課程の編成
と、進路保障の
基盤となる基礎
学力の充実。 
②課題解決に向
け知識・技能を
駆使する力と、
解決に向けて行
動する力の育成
伸長。 
③学習過程の改
善を通して、自
己肯定感を高め
る。 
 

①生徒自身が将来
や進路を見据え、
主体的に科目選択
ができるような履
修指導を組織的に
行い、進路指導に
接続させる。 
②③指導と評価の
一体化に継続して
取り組み、主体
的・対話的で深い
学びを育む授業づ
くりを推進するこ
とで、授業改善へ
とつなげる。 
②③授業改善がど
の程度進んだのか
をアセスメントす
る「生徒による授
業評価アンケー
ト」の数値に対す
る信頼性を高める
ための工夫をす
る。 

①履修指導に関する
基本方針・スケジュ
ール・選択科目の内
容・履修条件等を全
職員に共有し、履修
指導の在り方につい
ての共通理解をもっ
て指導を進め、進路
指導に接続させる。 
②③授業改善研修等
を適宜実施して、主
体的・対話的で深い
学びを育む授業づく
りについて学ぶ機会
や、新教育課程の学
力観や、観点別評価
について全職員が理
解を深める機会を確
保する。 
②③「生徒による授
業評価アンケート」
を実施する際には、
生徒が各授業を想起
しながら回答できる
よう実施方法を工夫
する。 

①共通理解のもとで組
織的な履修指導を実施
することができたか。
また、講座数や時間割
の調整を通じて生徒の
主体的な進路選択を保
障することができた
か。 
②③授業改善を通し
て、「主体的・対話的
で深い学びを育む授業
づくり」や「指導と評
価の一体化」について
の理解が深まり、生徒
の思考や行動の変容に
つながる授業が増えた
か。 
②③「生徒による授業
評価」の質問項目を生
徒にしっかりと認識さ
せ、各授業を振り返り
ながら適切に回答させ
るための機会と時間を
確保することができた
か。また、信頼性のあ
る評価を得ることがで
きたか。 

①履修指導方針を職員会議
で協議し、全職員の共通認
識をもって組織的な履修指
導を実施することができ
た。講座数や講座人数等の
調整で、単純な閉講講座や
抽選を減らしたり、生徒と
密な面談等を実施したりす
ることで、生徒の主体的な
進路選択を保障することが
できた。 
②③年間で２回の授業改善
研修を実施し、「主体的・
対話的で深い学びを育む授
業づくり」や「指導と評価
の一体化」の考え方に基づ
き、生徒の思考場面を評価
したり、振り返りから生徒
の変容を見取ったりする取
組が増加した。 
②③「生徒による授業評
価」の質問項目を丁寧に説
明する機会を設け、自由記
述を含めて各授業を深く振
り返ることができ、データ
としての信頼性を高めるこ
とができた。 

①職員が入れ替わっても
対応できるように、履修
指導方針を毎年共有し今
年度の成果を引き継げる
体制を整える。 
②③さらなる授業改善を
進め、生徒の「学習を自
己調整する力」や「探究
する力」を育む方策を整
える。また、引き続き
「主体的・対話的で深い
学びを育む授業づくり」
や「指導と評価の一体
化」の考え方に基づく授
業が更に増加するよう
に、職員研修や勉強会の
機会を設定する。特に定
期試験以外での評価場面
や方法については、更な
る研究と研修が必要であ
る。 
②③「生徒による授業評
価」結果を着実に授業改
善につなげてゆくための
方策を検討する。 

①履修指導の徹底とキ
ャリア教育の両輪を併
せて力を入れており、
本校のレーゾンデート
ルがしっかりと意識さ
れていることを確認し
た。 
②「調べ学習に終わら
ない」その先を追究す
る指導が行われている
ことに学校の進歩を感
じた。この流れをぜひ
進めてほしい。 
②現在進行している教
育改革の中で、授業改
革は喫緊の課題だが、
有志の検討会まで実施
されている。全体とし
て授業改善ドライブが
意識されており、今後
の進展に期待が持て
る。 
②アンケートでは、本
校の教育に対する満足
度が、9 割を超してい
る。これは本校開校以
来の良い数字である。 
 

①新教育課程がグラン
ドデザインやスクール
ポリシーを実現できる
かの再検証及び、新た
な設置科目の提案や、
現在ある科目の位置づ
けの確認作業なども終
了した。履修指導が進
路実現につながるよ
う、更なる強化を図る
必要がある。 
②③現在の授業は新学
力観を取り入れ切れて
いない部分もある。新
教育課程の学力観を全
職員で理解し、新学力
観に基づいた授業を実
現させる組織的な授業
改善がさらなる課題で
ある。 

①将来を主体的に選択さ
せるために、適切な履修
指導をする。情報共有を
組織的に行い、履修指導
の在り方について全職員
の共通理解を図る。新教
育課程の学力観や、観点
別評価について、全職員
が学べる機会を確保する
ための研修を適宜行う。 
②③指導と評価の一体化
の推進を継続して行い、
授業改善へとつなげる。
また、授業改善がどの程
度進んだかをアセスメン
トする「生徒による授業
評価アンケート」につい
て、信頼性のあるデータ
となるように取り方を引
き続き工夫していく。 

２ 

(幼児・児
童・) 
生 徒 指
導・支援 

①一貫した生徒

指導と多様な生

徒への個別支援

を通して、社会

に求められる人

材としての資質

を向上させる。 

② 行 事 ・ 委 員

会・部活動等へ

の主体的な取組

による、魅力あ

ふれ活力ある学

校生活の創造。 

③外国につなが
る生徒との交流
を促し、文化や
思考の多様性な
どを相互に理解
することを通し
て多文化共生教
育を推進する。 
 

①全職員が生徒支
援意識を持ち、SC
や SSW、教育相談
コーディネータ
ー、養護教諭との
連携を密にして個
別支援の充実・向
上を図る。 
②生徒が中心とな
り、他者と協力し
て諸活動を創造で
きるよう支援す
る。 
③生徒同士が互い
の文化を理解し思
考の多様性に気付
くことができる教
育の場面をつく
る。 

①全職員が生徒への
支援の意識をもっ
て、生徒の変化に対
する感度を高め、適
時に効果的な支援に
つなげていく。 
②生徒の主体性を育
むために、職員によ
る過度な指導は控え
つつも、生徒に取組
結果を十分に検証さ
せ、次への教訓を得
させる指導を行う。 
③ICT の活用や関係
各所との連携を図
り、これまでの事業
をさらに発展させる
とともに、生徒が多
文化共生について考
えるきっかけとなる
新たな場面を創出す
る。 

①「座間総・ビッグデ
ータ」を活用し、全職
員が主体となって生徒
の個別支援に向かうと
ともに、SCや SSWといっ
た専門家の力を生かせ
る校内体制を構築する
ことができたか。 
②諸活動において、生
徒の主体的活動を支援
することができたか。
また、事後に取組の検
証や総括を行う態度を
育むことができたか。 
③これまでの企画を充
実、発展させつつ、多
文化共生について考え
る新たな場面を提供す
ることができたか。 

①ビッグデータと同様の生
徒一人ひとりのデータを蓄
積することが年間を通じて
定着した。また、サポート
ドックを活用し、SC や SSW
との連携による生徒支援体
制が構築できた。 
②諸活動において、生徒自
身が考え、修正しつつ活動
するスタイルを作ることが
できた。 
③国際交流委員を中心に新
たな企画を立ちあげたり、
国際フェスタでは事前事後
学習を取り入れたりするな
ど、生徒が多文化共生につ
いて考える新たな場面を創
出することができた。 

①生徒の実情を考える
と、本来の意味でのビッ
グデータの活用が今後ま
すます必要となってく
る。担任や副担任だけで
はなく、全ての教職員の
目で個別支援を効果的に
行っていく必要がある。 
②活動を主導する生徒が
一定の者に偏ってしまい
がちなので各個人の関与
を深める指導をしていき
たい。 
③多文化共生を更に推進
するためには、職員が目
標と共通認識をもって学
校全体で取り組む必要が
ある。 

①生徒のＳＯＳの積極
的な受信に加えて、独
自に座間総合ビックデ
ータのシステムを機能
させた。生徒のちょっ
とした変化をも全体で
キャッチしようとして
いる姿勢はとても好ま
しい。配置の充実が見
られるＳＣ、ＳＳＷと
の協働を行い、今後と
も生徒の困り感を把握
していただきたい。 
②生徒が主体的な行事
の運営については粘り
強く追及してほしい。 
③多文化共生のコンセ
プトが深められる方向
に進んでいる。県内で
最も進んでいるとの評
判がある。外国に繋が
りのある生徒の自己肯
定感を高めていただき
たい。 

①支援を必要とする生
徒をスクールカウンセ
ラーにつなげ、適切な
情報共有を図ることが
できた。 
②スポーツ大会では、
生徒だけで企画、運営
ができたが、全体を見
通しての準備が十分で
なかった。適時の支援
態勢が課題である。 
③国際交流では、今後
も日本語指導者や多文
化教育コーディネータ
ーと連携を図ってい
く。 

①年度初めに教育相談体
制について周知する。
SC、SSWと連携した個別の
支援をより積極的に行え
るよう、校内体制を整え
る。 
①全職員が生徒支援の意
識を持って生徒の変化に
対する感度を高め、それ
を支援につなげる。 
②行事等で失敗も有益な
教育であると生徒、教員
で共有し生徒の積極的姿
勢を引き出す。 
③国際フェスタを更に国
際交流委員会を中心とし
た企画へと推進する。多
文化共生、国際理解を提
唱する存在として、本校
独自の取組を進める。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 16日実施） 
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具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進 路 指
導・支援 

①インターンシ

ップや高大連携

講座などへの積

極 的 取 組 を 促

し、キャリア形

成意識の向上を

図る。 

②総合学科の特

徴的な学びを成

熟させ、「課題

研究」の充実を

図る。 

③多様な進路選

択に対応できる

基盤の育成。 

 

①②基礎学力の向
上を図りつつ、多
様な学びを生かし
た指導に学校全体
で取り組む。 
②③課題研究のテ
ーマ設定を大切に
し、自己の進路選
択の基盤を意識さ
せ、課題研究の取
組をより充実した
ものにする。 
③最適な進路先や
受験方法を選択す
る力をつけさせる
ための指導体制を
充実させる。 

①②インターンシッ
プや学校外での学修
への積極的な参加を
促す。また、産業社
会と人間、総合的な
探究の時間の３年間
を通じた一貫したプ
ログラムを構築し、
職員の共通理解を図
る。 
②課題研究のテーマ
設定にあたっては、
他者との対話の場面
を増やし、探究活動
を充実させる。 
③キャリアガイダン
スの実施時期や内容
を再考し、自分自身
の進路を考える機会
や自己表現力を高め
る機会を増やす。 

①②インターンシップ
や学校外での学修に参
加する生徒が増加した
か。その結果、参加し
た生徒のキャリア意識
が高まったか。また、
３年間を一貫するキャ
リア教育プログラムを
構築できたか。 
②課題研究で外部人材
を投入するなど、他者
との対話の場面を増や
し、課題発見力・解決
力を高めることができ
たか。 
③キャリアガイダンス
や講演会等の効果的運
営方法を組織として検
討できたか。結果とし
て生徒の最適な進路選
択の力を高めることが
できたか。 

①②③学校外の学修に参加
する生徒は増加した。ま
た、今まで少なかった夏休
み以外の時期の参加機会を
提供することができた。 
ガイダンス等の効果的運営
方法の検討や試行ができた
が、３年間を通じた一貫し
たプログラム構築に向けて
は課題等の把握に留まっ
た。 
②課題研究では、他者との
対話の場面はを増やすこと
はできたが、外部人材を活
用するまでには至らなかっ
た。 
 
 

①②③３年間を一貫する
キャリア教育プログラム
構築に向け、ガイダンス
等の効果的運営方法は今
後も検討、試行を継続す
る。また、各プログラム
の実施が単なるイベント
にならないように、目的
と他のプログラムとの関
連性を明らかにして、職
員の共通理解を図りなが
ら実施する。 
②課題を発見することに
時間がかかったり、考え
を深めることが苦手な生
徒も多く、引き続きより
効果的な支援を模索して
いく必要がある。 
 

生徒アンケートより、
総合学科としての教育
が成就していると評価
できる。 
①3 年間の一貫したキ
ャリア教育の観点につ
いては課題把握に留ま
ったようだが、次年度
はこの課題の検討を進
めていただきたい。 
①生徒が主体的に自分
のキャリアを考える機
会を今後とも提供して
ほしい。 
②「課題研究」が「調
べ学習にとどまらない
ようにする」という流
れが生まれてきたこと
を評価したい。 

①②校外学習や高大連
携などの講座に、積極
的に参加した。校外学
習の有益性を強く説き
積極的に校外学習に参
加するよう推進してい
く。 
①②「課題研究」の研
究テーマの決定をどの
ようにシステム化する
かが課題である。 
③大学進学者が例年よ
り増加した。総合型で
の合格率が増加した。
生徒が自らをアピール
する形での進路実現に
は、３年間を通じた指
導体制の構築が必要で
ある。 

①②課題研究を効率的に
行うためには、他者との
対話の機会拡大が必要で
ある。また、探究的な学
びを実践することで進路
選択の幅が広がることか
ら課題研究の充実を図
る。 
③目標や適性を自覚さ
せ、最適な進路先や受験
方法を選択する力を付け
させる。奨学金等の利用
を含め、進学後の経済的
な援助に繋げていく。 

４ 
地域等と
の協働 

①地域に潜在す

る教育力を活用

し、いろいろな

事に興味関心を

持たせ積極的に

行 動 す る こ と

で、社会をしな

やかに生きる力

を獲得させる。 

②安全・安心な
学校生活を保障
する環境整備及
び防災教育と災
害発生時の体制
を整備する。 

①ボランティア活
動や地域貢献に努
め、地域に対する
感謝の意識を育
む。また、地域へ
の情報発信や地域
からの情報収集を
積極的に行い、活
動を広げる。 
②防災教育や防災
研修、防災訓練を
継続的に行うこと
で学校全体の防災
意識を高める。 

①ボランティア活動
や地域貢献活動の情
報を classroom など
を通じて効果的に広
報し、生徒の積極的
参加を促す。 
②防災研修を受講し
た教員を中心に、教
員の防災研修や生徒
の防災教育を行い、
個々の防災意識を高
める。また、防災訓
練を生徒に予告せず
継続的に行うことで
日常的な防災意識を
持たせる。 

①ボランティア活動や
地域貢献活動へ参加す
る生徒が増えたか。ま
た、ボランティア活動
を通じて地域とのつな
がりや社会参画の意識
を醸成することができ
たか。 
②学校全体の防災意識
を高めるために、計画
的な防災研修や実施方
法を工夫した防災訓練
を実施することができ
たか。 

①市役所、警察署、社会福
祉協議会からの要請によ
り、多くの委員会、部活動
の生徒が社会貢献活動に参
加し、社会参画意識を育ん
だ。 
①部活動などの団体による
ボランティア活動への参加
は活発に行われたがが、個
人による参加がほとんどな
かった。 
②防災研修を受講した教員
を中心に、防災教育を行
い、個々の防災意識を高め
ることができた。また、シ
ェイクアウト等を生徒に予
告せず行い、日常的な防災
意識を持たせることができ
た。 

①福祉厚生委員会作成の
「ボランティアガイドブ
ック」や来年度から昇降
口に設置する「生徒会ボ
ード」の活用を通して認
知度を高めたい。 
②教員対象の防災研修や
実施方法を工夫した防災
訓練を実施することが今
後の課題である。 

①近隣の要請に応えて
主に部活単位で貢献活
動がなされている。今
後ともこうした機会を
利用して学校外におけ
る体験ができる機会を
作っていただきたい。 
①校内清掃活動がＰＴ
Ａの協力も得て楽しい
イベントとして復活実
施できたことはとても
良かった。 
②避難所開設も視野に
入れた防災訓練の検討
も進めていただきた
い。 
 

①新型コロナの収束に
伴いボランティアや地
域と活動する機会が増
えた。 
①赤い羽根共同募金の
校外募金活動が実施で
きた。個人のボランテ
ィア参加が課題であ
る。 
②防災訓練の中で、生
徒への防災意識を高め
る活動ができた。 
②東日本大震災時に幼
少期で、震災を実感し
づらい生徒が入学して
くる。防災訓練等で継
続的に防災意識を高め
る必要がある。 

①ボランティア活動や地
域貢献活動に参加できる
声掛けとボランティアに
関する情報を積極的に生
徒へ提供し、参加を促
す。 
①福祉厚生委員にも参加
を要請し、ボランティア
に 関 す る 情 報 発 信 を
Google Classroom を利用
して強化する。 
②防災訓練が形だけの訓
練とならないように企画
を立て、実践的な工夫を
凝らして計画実施する。 
②防災用品は１年単位で
はなく数年単位で計画的
に購入、更新を行う。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①職員のワーク

ライフバランス

を推進する働き

方改革の促進。 

 

②生徒と向き合
う時間を確保す
るために、組織
的な学校運営と
校務の効率化を
図る。 
 

①②授業教室の環
境を整備し、誰も
が使いやすいデジ
タル化を進めると
ともに計画的に機
器や器具の購入、
更新を行う。 
①②端末などを利
用した情報共有を
図り、会議などの
校務の効率化を図
る。 

①②テレビや Wifi の
整備されていない教
室への映像環境の整
備を引き続き進め
る。 
①②適切な場面で、
生徒や教員の端末を
活用したペーパーレ
ス化の推進を行う。
また、会議の設定時
間や在り方を見直
し、生徒と向き合う
時間を確保するとと
もに、働き方改革へ
とつなげる。 

①②授業教室のデジタ
ル環境整備が進んだ
か。結果として授業や
HR 活動での利便性が高
まったか。 
①②適切な場面におけ
る、デジタル化・ペー
パーレス化を推進する
ための具体的対策を打
ち出すことができた
か。 
会議の在り方や設定時
間の見直しにより、生
徒や家族のための時間
を作り出すことができ
たと教員が実感できた
か。 

①②少人数教室を含め、ほ
どんどの教室にテレビを配
置することができ、結果と
して、ICT を活用した効果
的な授業を展開することが
できた 
①②会議において、タブレ
ットを活用し、ペーパーレ
ス化を推進することができ
た。会議を授業時間に組み
込んで、放課後の時間を有
効に活用することができ
た。しかし、業務過多によ
り教員の多忙感の解消まで
には至っていない。 

①②令和６年度に導入予
定のデジタル黒板と、テ
レビとの活用方法を職員
全体で模索する。 
①②会議資料をデジタル
または紙配付なのかを内
容等により判断し、配付
する。場合に応じてオン
ライン会議を活用する。
さらに、各業務の目的や
成果を見直し、意義を失
っているものについては
廃止を進めてゆく。 

①ＩＣＴ機器がさらに
充実するのに合わせ
て、利活用についての
研修を進めていただき
たい。 
②総合学科高校の職員
の仕事量の多いことは
大きな課題である。こ
れについて、学校長か
ら負担が増えないよう
に必要度の低い業務を
クラッシュする考えの
あることを確認でき
た。さらに働き方改革
を進展していただきた
い。 
 

①ICT を活用する上で
校内の Wi-Fi 環境は整
ってきている。授業に
おいても ICT を使用す
る機会が着実に増え
た。一人一台PCを使用
する上で Wi-Fi 環境に
ついて再確認をした
い。 
①②ICT の使用頻度が
高くなるにつれ、ICT
環境改善の要望も高ま
る傾向にある。また、
ICT を利用しやすい整
備を進めていく。 
②職員会議等でデジタ
ル化やペーパーレス化
が実践されつつある。 

①ICT機器の整備、それぞ
れの機器の使用頻度や活
用方法等を確認する。ま
た、常にオンラインを用
いる教室の環境を整備
し、計画的に機器の購
入、更新を行う。 
②職員の服務に関する申
請入力については、デジ
タル化を推奨する。 
②マニュアル等はデジタ
ルデータにまとめ、紙で
の印刷を減らし、閲覧を
追求する。 
②デジタル化、ペーパー
レス化を推進し、会議の
効率的運営を進め、働き
方改革につなげる。 


